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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視野を画定する複数の角度で光学装置に衝突する光を伝達するための光学装置であって
、該光学装置は少なくとも１つの入力光学素子および複数の出力光学素子を具設した光透
過性基材および前記光透過性基材に衝突する前に光を視準するためのコリメータを含み、
前記少なくとも１つの入力光学素子は、視野の異なる部分に対応する光の異なる部分が前
記光透過性基材内で異なる方向に伝搬するように、光を前記光透過性基材内に回折させる
ように設計かつ構築され、前記複数の出力光学素子は、前記光透過性基材から前記光の異
なる部分を相補的に回折し、複数の個々の視野の組み合わせが装置に衝突する光の視野を
実質的に再構築するように複数の個々の視野を提供するように設計かつ構築されて成る、
光学装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの入力光学素子および前記複数の出力光学素子の各々は、独立した
線形回折格子である請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記複数の出力光学素子は、視野の第１部分を回折する第１出力光学素子と、視野の第
２部分を回折する第２出力光学素子とを含む請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　視野を画定する複数の角度で光学装置に衝突する光を伝達するための光学装置であって
、該光学装置は少なくとも１つの入力光学素子、第１出力光学素子および第２出力光学素
子を具設した光透過性基材を含み、前記少なくとも１つの入力光学素子は、
　光の少なくとも１つの第１光線が前記第１出力光学素子に衝突するが前記第２出力光学
素子に衝突しないように前記光透過性基材内で内部全反射によって回折および伝搬され、
　光の少なくとも１つの第２光線が前記第２出力光学素子に衝突するが前記第１出力光学
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素子に衝突しないように前記光透過性基材内で内部全反射によって回折および伝搬される
ように、
設計および構築されて成る、光学装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの入力光学素子、前記第１出力光学素子、および前記第２出力光学
素子の各々は、独立した線形回折格子である請求項３または４に記載の装置。
【請求項６】
　前記光透過性基材および前記線形回折格子の少なくとも１つは、視野の前記第一部分と
前記第二部分の間の所定の重なり部分を提供するように選択される請求項５に記載の装置
。
【請求項７】
　光はスペクトルを画定する複数の波長を有し、さらに前記スペクトルの異なる部分は、
前記複数の出力光学素子によって前記光透過性基材から相補的に回折される請求項１また
は４に記載の装置。
【請求項８】
　光は複数の波長依存視野にそれぞれ対応する複数の波長を有し、さらに、前記光透過性
基材、前記少なくとも１つの入力光学素子、および前記複数の出力光学素子は、前記複数
の波長依存視野間の重なり部分を最大化するように設計かつ構築される請求項１に記載の
装置。
【請求項９】
　前記複数の出力光学素子は第１出力光学素子および第２出力光学素子を含む請求項７に
記載の装置。
【請求項１０】
　前記スペクトルは第１部分および第２部分を有し、前記スペクトルの前記第１および前
記第２部分の各々が、前記第１および前記第２出力光学素子の少なくとも１つによって前
記光透過性基材から回折される請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記光透過性基材、前記少なくとも１つの入力光学素子、前記第１出力光学素子、およ
び前記第２出力光学素子は、前記スペクトルの前記第１および前記第２部分が第１の所定
の範囲内の角度で光学装置に衝突する場合に、前記スペクトルの前記第１部分が前記第１
出力光学素子によって前記光透過性基材から回折され、かつ前記スペクトルの前記第２部
分が前記第２出力光学素子によって前記光透過性基材から回折されるように設計かつ構築
される請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記光透過性基材、前記少なくとも１つの入力光学素子、前記第１出力光学素子、およ
び前記第２出力光学素子は、前記スペクトルの前記第１部分が第１の所定の範囲内の角度
で光学装置に衝突する場合に、前記スペクトルの前記第１部分が前記第１出力光学素子に
よって前記光透過性基材から回折され、かつ前記スペクトルの前記第１部分が第２の所定
の範囲内の角度で光学装置に衝突する場合に、前記スペクトルの前記第１部分が前記第２
出力光学素子によって前記光透過性基材から回折されるように設計かつ構築される請求項
１０に記載の装置。
【請求項１３】
　画像を構成する光をユーザの第１の目および第２の目に伝達するための双眼装置であっ
て、
　光透過性基材に形成され、かつ光を前記光透過性基材に回折させることのできる入力光
学素子と、
　前記光透過性基材に形成され、かつ画像の第１部分を構成する光を前記光透過性基材か
ら第１の目に回折させることのできる第１出力光学素子と、
　前記光透過性基材に形成され、かつ画像の第２部分を構成する光を前記光透過性基材か
ら第２の目に回折させることのできる第２出力光学素子と、
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　前記光透過性基材に対する前記光の衝突の前に、画像を構成する光を視準するためのコ
リメータと
を含む双眼装置。
【請求項１４】
　多色画像を構成する光をユーザの第１の目および第２の目に伝達するための双眼装置で
あって、光は、第１部分および第２部分を有するスペクトルによって特徴付けられ、双眼
装置は、
　光透過性基材に形成され、かつ光を回折して内部全反射によって前記光透過性基材にお
いて伝搬させることのできる入力光学素子と、
　前記光透過性基材に形成され、かつ画像の第１部分を構成する光を前記光透過性基材か
ら第１の目に回折させることのできる第１出力光学素子と、
　前記光透過性基材に形成され、かつ画像の第２部分を構成する光を前記光透過性基材か
ら第２の目に回折させることのできる第２出力光学素子と
を含み、
　スペクトルの第１部分の少なくとも１つの光線は、前記入力光学素子によって回折され
、前記第１出力光学素子に衝突するが前記第２出力光学素子に衝突しないように内部全反
射を介して伝搬し、スペクトルの第２部分の少なくとも１つの光線は、前記入力光学素子
によって回折され、前記第２出力光学素子に衝突するが前記第１出力光学素子に衝突しな
いように内部全反射を介して伝搬する、双眼装置。
【請求項１５】
　前記入力光学素子、前記第１出力光学素子、および前記第２出力光学素子の各々は、独
立した線形回折格子である請求項１３または１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記光透過性基材および前記線形回折格子の少なくとも１つは、画像の前記第１部分と
前記第２部分の間の所定の重なり部分を提供するように選択される請求項１５に記載の装
置。
【請求項１７】
　画像は、スペクトルが第１部分および第２部分を有し、前記スペクトルの前記第１およ
び前記第２部分の各々が前記第１および前記第２出力光学素子の少なくとも１つによって
前記光透過性基材から回折されることを特徴とする多色画像である請求項１３に記載の装
置。
【請求項１８】
　画像の前記第１部分の前記スペクトルの前記第１部分は、前記第１出力光学素子によっ
て前記光透過性基材から回折され、画像の前記第２部分の前記スペクトルの前記第１部分
は、前記第２出力光学素子によって前記光透過性基材から回折される請求項１７に記載の
装置。
【請求項１９】
　画像の前記第１部分の前記スペクトルの前記第１部分は、前記第１出力光学素子によっ
て前記光透過性基材から回折され、画像の前記第１部分の前記スペクトルの前記第２部分
は、前記第２出力光学素子によって前記光透過性基材から回折される請求項１７に記載の
装置。
【請求項２０】
　画像は画像の複数の波長依存部分にそれぞれ対応する複数の波長を有する多色画像であ
り、さらに、前記光透過性基材、前記少なくとも１つの入力光学素子、および前記複数の
出力光学素子は、画像の前記複数の波長依存部分の間の重なり部分を最大化するように設
計かつ構築される請求項１３に記載の装置。
【請求項２１】
　視野を画定する複数の角度で光透過性基材に衝突する視準された光を伝達する方法であ
って、
　（ａ）視野の異なる部分に対応する光の異なる部分が光透過性基材内を異なる方向に伝
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搬するように、光を光透過性基材内に回折させるステップ、および
　（ｂ）前記光の異なる部分を光透過性基材から相補的に回折させ、複数の個々の視野の
組み合わせが、光透過性基材に衝突する視準された光の視野を実質的に再構築するように
複数の個々の視野を提供するステップ、
を含む方法。
【請求項２２】
　前記ステップ（ａ）および（ｂ）は各々独立して線形回折格子によって達成される請求
項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ステップ（ａ）および（ｂ）は、視野の前記第１と前記第２部分の間の所定の重な
り部分がもたらされるように実行される請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　光は第１部分および第２部分を有するスペクトルを画定する複数の波長を有し、前記ス
ペクトルの前記第１および前記第２部分の各々が少なくとも１つの線形回折格子によって
前記光透過性基材から回折される請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ステップ（ｂ）は、前記スペクトルの前記第１および前記第２部分の両方が第１の
所定の範囲内の角度で光透過性基材に衝突する場合、前記スペクトルの前記第１部分を第
１線形回折格子によって回折し、前記スペクトルの前記第２部分を第２線形回折格子によ
って回折することを含む請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ステップ（ｂ）は、前記スペクトルの前記第１部分が第１の所定の範囲内の角度で
光透過性基材に衝突する場合、前記スペクトルの前記第１部分を第１線形回折格子によっ
て回折し、前記スペクトルの前記第１部分が第２の所定の範囲内の角度で光透過性基材に
衝突する場合、前記スペクトルの前記第１部分を第２線形回折格子によって回折すること
を含む請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　光によって構成される画像を、画像生成装置を用いて生成することをさらに含む請求項
２４に記載の方法。
【請求項２８】
　コリメータを用いて前記光を視準することをさらに含む請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　視準された光によって構成される画像をユーザの第１の目および第２の目に伝達する方
法であって、
　（ａ）視準された光を光透過性基材内に回折させるステップ、
　（ｂ）画像の第１部分を構成する光を前記光透過性基材から第１の目に回折させるステ
ップ、および
　（ｃ）画像の第２部分を構成する光を前記光透過性基材から第２の目に回折させるステ
ップ、
を含む方法。
【請求項３０】
　前記ステップ（ａ）～（ｃ）は各々独立して線形回折格子によって達成される請求項２
９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ステップ（ａ）～（ｃ）は、画像の前記第１と前記第２部分の間の所定の重なり部
分を提供するように実行される請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　画像は、スペクトルが第１部分および第２部分を有し、前記スペクトルの前記第１およ
び前記第２部分の各々が前記光透過性基材から少なくとも１つの目に回折されることを特
徴とする多色画像である請求項３０に記載の方法。
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【請求項３３】
　前記ステップ（ｂ）は前記スペクトルの前記第１部分を第１の目に回折させることを含
み、前記ステップ（ｃ）は前記スペクトルの前記第１部分を第２の目に回折させることを
含む請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ステップ（ｂ）はさらに、前記スペクトルの前記第２部分を第２の目に回折させる
ことを含む請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　画像は画像の複数の波長依存部分にそれぞれ対応する複数の波長を有する多色画像であ
り、さらに前記ステップ（ａ）～（ｃ）は画像の前記複数の波長依存部分間の重なり部分
を最大化するように実行される請求項３０に記載の方法。
【請求項３６】
　画像生成装置を用いて画像を生成することをさらに含む請求項２９に記載の方法。
【請求項３７】
　コリメータを用いて画像を構成する光を視準することをさらに含む請求項３６に記載の
方法。
【請求項３８】
　画像をユーザの第１の目および第２の目に伝達するための双眼装置と、前記双眼装置に
前記画像を提供するための画像生成装置とを含む、ユーザに画像を提供するためのシステ
ムであって、
　前記双眼装置が、第１の目に画像の第１の非対称視野を提供するための第１単眼装置と
、第２の目に画像の第２の非対称視野を提供するための第２単眼装置とを含み、前記第１
および第２の非対称視野が、前記第１および第２の非対称視野の各々より広い複合視野に
対して相互に補完的である、システム。
【請求項３９】
　前記双眼装置に接続されるウェアラブル装置をさらに含む請求項３８に記載のシステム
。
【請求項４０】
　前記双眼装置と一体化されるか、または前記双眼装置に装着された視力矯正装置をさら
に含む請求項３８に記載のシステム。
【請求項４１】
　前記第１および前記第２単眼装置の各々は、前記第１および前記第２単眼装置が光透過
性基材および入力光学素子を共有するように、光透過性基材、入力光学素子、および出力
光学素子によって画定される請求項３８に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記第１および前記第２単眼装置は、前記第１の非対称視野と前記第２の非対称視野と
の間に所定の重なり部分がもたらされるように設計かつ構築される請求項３８に記載のシ
ステム。
【請求項４３】
　画像は、第１部分および第２部分を有するスペクトルによって特徴付けられる多色画像
であり、さらに前記第１および前記第２単眼装置は、前記スペクトルの前記第１および前
記第２部分の少なくとも１つが各目に提供されるように設計かつ構築される請求項３８に
記載のシステム。
【請求項４４】
　前記第１および前記第２単眼装置は、前記スペクトルの前記第１および前記第２部分が
第１の所定の範囲内の角度で双眼装置に衝突する場合、第１の目に前記スペクトルの前記
第１部分が提供され、かつ第２の目に前記スペクトルの前記第２部分が提供されるように
設計かつ構築される請求項４３に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記第１および前記第２単眼装置は、前記スペクトルの前記第１部分が第１の所定の範
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囲内の角度で双眼装置に衝突する場合、第１の目に前記スペクトルの前記第１部分が提供
され、前記スペクトルの前記第１部分が第２の所定の範囲内の角度で双眼装置に衝突する
場合、第２の目に前記スペクトルの前記第１部分が提供されるように設計かつ構築される
請求項４３に記載のシステム。
【請求項４６】
　画像は、各々が波長依存複合視野に対応する複数の波長を有する多色画像であり、さら
に前記第１および前記第２単眼装置は、少なくとも２つの波長依存複合視野間の重なり部
分を最大化するように設計かつ構築される請求項３８に記載のシステム。
【請求項４７】
　前記画像生成装置によって放射されるか又は前記画像生成装置を通して伝搬される光を
視準するためのコリメータをさらに含む請求項３８に記載のシステム。
【請求項４８】
　画像を観視する方法であって、
　（ａ）画像生成装置を用いて、視準された光によって担持される画像を生成するステッ
プ、および
　（ｂ）前記画像の第１の非対称視野が第１の目によって観視され、かつ前記画像の第２
の非対称視野が第２の目によって観視されるように、第１の目および第２の目を用いて双
眼装置を通して前記画像を観視するステップを含み、
　前記第１および第２の非対称視野が、前記第１および第２の非対称視野の各々より広い
複合視野に対して相互に補完的である、方法。
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